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地域養護活動が児童養護施設の子どもに与える影響
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抄　　録
　本研究報告は，役割の曖昧な他者に対する距離の取り方という観点から，地域養護活動
が児童養護施設の子どもにいかなる影響を与えるのかを明らかにすることを目的とするも
のである。第10回「全国・西和賀まるごと児童養護施設事業」の実地調査で得たエピソー
ドに検討を加えた結果，「全国・西和賀まるごと児童養護施設事業」に参加した子どもた
ちに，役割の曖昧な他者に対して信頼感を抱く姿を見出すことができた。すなわち地域養
護活動は，児童養護施設の子どもの他者に対する信頼感を現出させることが明らかになっ
た。
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Ⅰ　目的
　本研究報告は，役割の曖昧な他者に対する距離の取り方という観点から，地域養護活動
が児童養護施設の子どもにいかなる影響を与えるのかを明らかにすることを目的とする。
　地域養護活動とは，児童養護施設の子どもたちを，日常生活から離れた地域をフィール
ドとして養護する諸活動のことである。それらの諸活動を支えるのは児童養護施設職員，
地域住民等である。したがって，本研究における役割の曖昧な他者というのは，児童養護
施設職員や地域住民等以外のおとなを指している。すなわち，児童養護施設の子どもが，
地域養護活動の具体的な役割を担っている人としてとらえることが困難な者のことである。
　現在，日本の社会的養護は，施設中心から家庭的養育への転換が志向されている。しか
し，里親は増加せず，家庭的養護の広まりは困難な状況にある。地域住民等による地域養
護が子どもに与える影響を明らかにすることは，従来の施設養護と地域養護を組み合わせ
た，新たな社会的養護の展開に可能性を拓くに違いない。


